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「マルチメディア通信と分散処理ワークショップ」 平成22年10月

上での「叫ぶ」範囲選択方式の検討

山口亮輔   金井敦

近年現実世界においてインフォーマル・コミュニケーションと呼ばれる 計画
的でなく カテゴリーや話題性が存在しない 偶発的なコミュニケーションが注目
を集めている 現在 世界においてもインフォーマル・コミュニケーションを
実現するためにいくつかのサービスが提案されている しかし 既存のサービスで
は つの ページに集まっているユーザ間を想定しており 意味的な範囲の広
さが考慮されていないそこで本稿ではコミュニケーションを行う範囲を「叫ぶ」
範囲と呼び その範囲を定義し その実現方式を検討する 実現方式としては ハイ
パーリンク構造 のディレクトリ階層 ユーザの利用履歴を組み合わせた手法
を提案する

   

はじめに

近年情報技術の発展に伴い を利用した様々なコミュニケーション形態が普及

しているその背景には 上での情報の共有を目的としたサービスが急激な成長を

遂げたことが関係している 一方 現実世界において計画的でなく カテゴリーや話題が

存在しない偶発的なコミュニケーションが注目を集めている これはインフォーマ

ル・コミュニケーションと呼ばれ 偶然の出会いから生まれるコミュニケーションで

ある現状の 世界ではこのインフォーマル・コミュニケーションは起こりえない

その理由として現在の では誰かとコミュニケーションしたいときに 自分の意思

でコミュニケーションできる機能をもった ページを訪れなければ人と人が偶然

に出会うことも互いを認識することもできないからと考えられるそこで 上でイ

ンフォーマル・コミュニケーションを実現する方式として 今現在同一ページを閲覧し

ている他者をインフォーマル・コミュニティとし コミュニケーションすることができ

る や が提案されている

現在の や では つの ページに集まっているユーザを想

定しており ホームページの構成や内容によって異なる適切なコミュニケーションの

範囲が考慮されておらず インフォーマル・コミュニティの範囲が限られる そこで あ

る ページを中心とした ページグループを構成し グループ内の他者を認識し

て コミュニケーションを行うことを可能にする方式を検討する

コミュニケーション範囲

現状の にはある つの ページを閲覧しているユーザ同士が互いを認識

できコミュニケーションできる機能が提案されている しかし ページのコンテン

ツによっては現在閲覧している ページのみではなく 他の ページも考慮し

インフォーマル・コミュニティを形成することで 幅広いインフォーマル・コミュニテ

ィが形成できると考える そこで図 のように ページの適切なコミュニケーショ

ン範囲を想定する必要がある

ページの範囲を考える上で現実世界の様子を考察すると 現実世界におけるコ

ミュニケーションの範囲は人との距離や声量といった 物理的な制約が考えられる よ

り多くより遠くにいる人とインフォーマル・コミュニティを形成するために大きな声

を出す 密集するといった手法を取ることができる それはコミュニケーションの範囲

を自分で制限できるということである
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図  現在のインフォーマル・コミュニティの範囲と適切な範囲の提案

一方 上では物理的制約がないのでコミュニケーションの範囲が規定できない

そこでコミュニケーションの範囲を制限するためには ページ間の距離を定義す

る必要がある 上での距離を基準としてコミュニケーションの範囲をコントロー

ルし ホームページをグループ化して グループ内のユーザにコミュニケーションを行

う「叫ぶ」機能を提案する

距離の規定

距離の選定基準

「叫ぶ」機能を定義するにあたり 現実世界の物理的制約としての空間の代替とし

て ページ間の内容や構成の関連性を考慮した距離 空間距離とする と 物理的制

約のない仮想世界の特徴を利用して 過去にその ページを閲覧したユーザへの時

間的な距離 時間距離とする の 種類の選定基準を挙げる

前者は現在の ページのコンテンツに近い内容の ページを閲覧しているユ

ーザとインフォーマル・コミュニティを形成することで 幅広い情報を得ることを目的

としており 後者は ページのコンテンツを過去に閲覧していたユーザとインフォ

ーマル・コミュニティを形成することで そのコンテンツについて人を介して深い情報

を得ることを目的としている

図  空間距離を基準としたホームページの階層とホップの定義

空間距離を基準とした範囲

現在閲覧している ページの内容や構造をもとに ページ間の距離を定義し

最も近い ページから順に「叫ぶ」範囲を調整する ページをベースにしたイ

ンフォーマル・コミュニティの形成である 今回は 内容の類似性を把握することがで

きないためホームページの構造をもとに距離を定義する

 現在多くのホームページが 上に存在しているが 多くの デザインマニュア

ルにおいて木構造が推奨されており 木構造に基づき研究されている よって今回

はホームページがトップページからコンテンツごとに徐々に詳細化された ペー

ジに枝分かれする構造を持つと仮定し これを意味的な木構造と定義する その構造の

中の階層の定義を行い「叫ぶ」範囲を規定する ホームページ内のある ページ

をユーザが閲覧しているとし ページ におけるコンテンツが詳細化された

ページ を「下位階層」とする 例として図 のページ を ページ とすると

ページ とページ が ページ にあたりページ ページ はページ の下位

階層となる逆に ページ から見た ページ を「上位階層」と定義する図

を例にするとページ はページ の上位階層となる

価格 を例に挙げると「ノート 」のコンテンツが表示される ページを

ページ とした場合ページ は「 」全体のコンテンツが表示される ページと
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なりページ やページ には「 」や「デスクトップ 」のコンテンツが表示

される ページが考えられる

 現在の ページを中心に階層を つ移り変わることを ホップと定義したとき

「叫ぶ」範囲の大きさは 現在閲覧しているページ からのホップ数を基準とする 図

に示すようにページ より上位階層方向に だけホップした ページを

とし下位階層方向に だけホップした ページを とする「叫ぶ」範囲の広さを

で表す

 「叫ぶ」範囲の限界は 下位階層ならばある限りにホップ数を増やしても問題がない

が 上位階層を制限なくホップしていくと 現在見ている ページのコンテンツとは

関連性が徐々に薄くなっていくため ここでは上位階層方向には ホップを限界とす

る をマイナス方向に増やすと 意味的に広い範囲でインフォーマル・コミュニティを

形成でき をプラス方向に増やすと意味的には変わらないが 多数のユーザとインフォ

ーマル・コミュニティを形成できる

時間距離を基準とした範囲

自分が現在閲覧している ページを過去に訪れたことがあり 現在 を使用

しているユーザを「叫ぶ」範囲とし ユーザが ページを閲覧した時刻を過去に向

かって遡るかたちで 距離を調整していく ユーザをベースとしたインフォーマル・コ

ミュニティの形成である

図 に示すように ある ページ を訪れたユーザが最後に閲覧した時刻を記録

し 現在を基準として 現在と最後に閲覧した時刻の差を距離と定義して その距離の幅

で「叫ぶ」範囲を調整する「叫ぶ」範囲を現在から一日以内一週間以内一ヶ月以内

と過去に向かって広げていく

実際のホームページの構造

本稿では 時間距離を基準とした範囲の規定は取り扱わず 空間距離を基準とした範

囲の規定について検討する

節でホームページは木構造で構成されていると仮定したが 実際のホームページ

を検証してみると 意味的には木構造として構成されているが つくりとして完璧な木

構造で構成されているホームページは多くない スタティックなホームページであっ

ても図 に示すようにある ページから様々な ページに向かってハイパーリ

ンクが貼られており その中から下位階層を判断するのは難しい

また スタティックなホームページであれば下位階層は不変であるが ダイナミック

なホームページである場合 ユーザの履歴を目安にリコメンドが形成されるケースや

ダイナミックに広告が形成されるケースがある

しかし ダイナミックに構造が変化するホームページのリコメンドや広告は その

ページの同位階層や別の階層であり今回は 節で定義した通り同位階層や別の

階層は上位階層方向に ホップ以上するため下位階層と判断しない

図  時間距離を基準としたインフォーマル・コミュニティの定義

図  実際のホームページのつくり
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ホームページ群選択方式の検討

本章では ホームページの意味的な階層構造を判断するにあたり つの選定方式を

検討する

ホームページのハイパーリンク ハイパーリンク方式

ホームページの のドメインやディレクトリ階層 ディレクトリ方式

ユーザの履歴

以下にこれら 種類の選定方式案を実際のホームページを例に検討を行う 具体例

として評価を行うために極端なホームページ構成をもつ価格 と の つ

のサイトを例に上記 方式の妥当性について検討する

ホームページのハイパーリンク

 ここではホームページのハイパーリンクを抽出し リンク先をその ページの下

位階層として判断する手法として検討する ただしリンク先が や 等の画像ファ

イルは除くホームページから抽出を行った結果 下位階層の ページを取得するこ

とができたしかし 図 に示すようにあらゆる階層の ページを抽出してしまい

その中から意味的に下位階層である ページのみを選出することができないため

この手法では不完全である

 例えば や価格 では ページに意味的な下位階層の ページと

ユーザごとのリコメンドや広告の ページのハイパーリンクが貼られており それ

らを取得できるが 章で述べた通り 本来リコメンドは意味的な下位階層ではなく同

位階層であり 下位階層と判断しない しかし この手法ではそれらを区別することがで

きない

ホームページの のドメインやディレクトリ階層

 ここではホームページの のドメインやディレクトリ階層を抽出し ホームペー

ジの階層構造を把握する手法を検討する

価格 では図 に示すように ディレクトリの階層が 例えばパソコンの場合

は ノートパソコンの場合は そしてノ

ートパソコンのカテゴリー の場合 となっ

ており 意味的なホームページの階層と一致するので 構成の把握が比較的容易である

しかし 例外として製品 ページのディレクトリ構成が例えば シリーズ

の場合 となっており ディレクト

リが階層になっておらず独立しているため この手法ではホームページの一部であっ

ても意味的な階層と のディレクトリ階層が一致していないと構成全体を把握す

ることが出来ない

一方 ではドメインやディレクトリに法則性がないため この手法で意味的

な構成を把握することはできない

図  ホームページのハイパーリンクを用いた手法

図  ホームページの のドメインやディレクトリ階層を用いた手法
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図  ホームページ内のユーザの履歴を用いた手法

ユーザの履歴

 ここではユーザがホームページ内で移動した履歴からホームページの階層構造を把

握する手法を検討するユーザがホームページで ページ間を移動した履歴を抽出

し 他のユーザと照らし合わせることで ある ページ から多くのユーザが移動し

た ページ を ページ の下位階層とする手法である この手法はユーザ履歴

のデータを取得しなければならないため現段階では仮説となるが ユーザがホームペ

ージ内を移動する傾向として 番目に下位階層 番目に上位階層 最後に広告等に進

むと想定される この手法ならば ホームページのハイパーリンクで取得したときに問

題となった下位階層以外の ページを取得するユーザ数が多いほど遮断できる そ

の理由として価格 によく見られる 広告などの一過性の ページへの

ハイパーリンクの抽出を大幅に削減できるからである しかし この手法はユーザの履

歴の蓄積を前提としているため ユーザ数の少ない初期の段階では効果をあげにくい

特性があるまた 図 に示すように移動数が少ないと 意味的に下位階層であっても判

断されず ホームページを見る傾向としてトップページや上位の階層に戻るユーザが

多いと階層が逆転してしまう可能性がある

 そこで ページ に最も多くのユーザが移動してきた ページ を ペー

ジ の上位階層とするという条件を加え 上記の条件と組み合わせることでそれらの

問題を解決する例として ページ からユーザの移動数が少ない ページ は

上記の条件だけでは下位階層と判断されないが ページ に最も多く移動してき

た ページが ページ であるならば ページ を ページ の下位階層

と判断するというものである

種の選択方式の組み合わせた手法の検討

ここでは上記で示した 種類の方式を組み合わせた手法を検討する

まずハイパーリンク方式を用いて ホームページ内でユーザが閲覧している ペ

ージ のハイパーリンクをすべて抽出する 抽出した ページ群を ページ と

する

次にディレクトリ方式を使用するハイパーリンク先の ページ に着目し

ページ の のディレクトリ構成が ページ の のディレクトリ構成から

パスが つ増えていれば ページ を ページ の下位階層と判断する

 最後に のディレクトリ構成からでは下位階層と判断できない場合は ユーザの

履歴の方式を利用する 多くのユーザが ページ から ページ に移動してい

れば ページ を ページ の下位階層と判断する また ページ からユー

ザの移動数が少ない ページ についても ページ に最も多くのユーザが移

動してくる ページが ページ であれば ページ を ページ の下位

階層とする上記の条件以外の ページ は ページ の下位階層と判断しない

以上のアルゴリズムで汎用的にホームページの構成を把握できると考える

価格 では 節で示した通りある程度 のディレクトリ階層と意味的な階

層が同じ構造になっているので 製品の ページ以外をディレクトリ階層で構成し

た後 ハイパーリンクを抽出して製品ページの階層を補うことで全体の構成を把握で

きる しかし 広告等の一過性のハイパーリンクは あらゆる階層に貼られるケースが多

く 本来意味的に最下層に位置づけられるが 上位層の直下にも収められてしまうパタ

ーンが発生する そこでユーザ履歴を利用した手法を組み合わせ 一時的なハイパーリ

ンクを除外することで全体の構成を把握することができる

一方 では 節で検討した通りドメインやディレクトリに法則性がないた

め の手法で意味的な構成を把握することはできないので ホームページのハイパー

リンクとユーザの履歴の 種類の組み合わせの手法を検討することになる ユーザ履

歴を用いた手法を組み合わせることで ハイパーリンクの手法の問題であった下位階

層とそれ以外の区別をつけることができる

 上で述べた つの手法と 種類の方式を組み合わせた手法の特徴を表 に示す
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表  提案した各手法と 種類の方式を組み合わせた手法の特徴

下位階層の取り

こぼしがない

下位階層とそれ

以外の区別

履歴蓄積の

不必要性

方式 ○ × 必要なし

方式 × △ 必要なし

方式 △ ○ 必要

○ ○ 必要

がディレクトリ階層構造をもつホームページに限る

考察

ユーザ履歴については 本来実際のユーザ履歴を用いて評価 検証しなければならな

い 本稿では ユーザの使い方を想定しユーザの流れを仮定したが 想定したユーザの移

動の傾向と 実際のユーザが移動する傾向が異なる場合期待した効果が得られない可

能性がある

別の問題として ページの下位階層のハイパーリンクが少ない場合は 下位階層

の ページへの移動数は全体の移動数のかなりの割合を占めるため判別が容易で

あると思われる しかし 下位階層のハイパーリンクが大量に存在する場合 ユーザの移

動数が薄められて広告との区別が困難になり 判別が不可能な場合が想定される この

ように「多くのユーザが移動している」という基準や適応範囲を明確にする必要があ

る

おわりに

 本稿ではホームページ内で適切なインフォーマル・コミュニティを形成するにあた

り ホームページの意味的な構成を把握するため方式を提案して検討した

 今後の課題としてユーザ履歴の実際のデータを収集 評価し 実際にコーディングし

て有効性を確認する必要がある また 今回取り扱わなかった時間距離を使った範囲の

検討と評価 そして 実際のつくりに関わらず 汎用的にホームページの構成を把握でき

るか検証しホームページの枠を超えた「叫ぶ」機能の適切な範囲と実装形式も追求し

ていく
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